
○　本校の概要 令和7年5月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 ☑ コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

・保護者アンケート「こどもたちは、自分
たちが生活する地域に愛着をもってい
る」という問いに対する答えでは、「よく
あてはまる」が34.3％、「ややあてはま
る」が55.7％、「あまりあてはまらない」
が9.5％となっている。「学校は、こどもた
ちの教育や学校行事などに地域の協力
を得ている」という問いに対する答えで
は「よくあてはまる」が57.2％、「ややあ
てはまる」が37.8％、「あまりあてはまら
ない」が5％となっている。児童アンケー
ト「私は、生活している地域を大切にし
ている」という問いに対する答えでは、
「とてもそう思う」が48.8％、「だいたいそ
う思う」が43.1％、「そう思わない」が
8.1％となっている。「おうちや地域の人
は、私が楽しく学校ですごせるように、
いろいろなことをしてくれる」「とてもそう
思う」が60.2％、「だいたいそう思う」が
33.9％、「そう思わない」が5.9％となって
いる。
・英語専科教員とアシスタントティー
チャーが役割分担を明確にし、協働して
授業を行ってきた。専科教員は学級の
実態に応じた指導計画や学習規律の定
着を図り、アシスタントティーチャーは発
音や表現のモデル提示、実際のやり取
りを通して英語を使う場を豊かにしてき
た。その結果、児童は英語に親しみをも
ち、自分から挨拶をしたり、簡単な表現
を用いて友達や教員と関わろうとしたり
する姿が多く見られるようになった。今
後は、事前・事後の打合せをさらに充実
させ、単元を通した到達目標を共有した
指導を進めるとともに、個々の理解や発
話の実態に応じた支援を工夫していく。
また、既習表現を繰り返し活用できる活
動を計画的に位置付け、振り返りを通し
て児童自身が成長を実感できる授業づ
くりを進め、英語で進んでコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を目指
す。

保護者アンケート「こどもたちは、思い
やりをもって、友達と仲よく生活してい
る」という問いに対する答えでは、「よ
くあてはまる」が38.8％、「ややあては
まる」が55.7％、「あまりあてはまらな
い」が5.2％となっている。「こどもたち
は、積極的に運動したり、健康的な生
活をしたりしている」という問いに対す
る答えでは、「よくあてはまる」が
33.8％、「ややあてはまる」が53.7％、
「あまりあてはまらない」が11.9％と
なっている。「こどもたち一人一人が
大切にされ、認められる学校になって
いる」という問いに対する答えでは、
「よくあてはまる」が43.8％、「ややあ
てはまる」が48.3％、「あまりあてはま
らない」が８％となっている。児童アン
ケート「私は、友達となかよくしてい
る」「自分から進んで運動をして、健
康的な生活をしている」という問いに
対する答えでは、「とてもそう思う」が
52.0％、「だいたいそう思う」が
37.0％、「そう思わない」が11.0％と
なっている。
・道徳、体育、保健体育の学習では、
児童の実態を踏まえ、互いに関連付
けながら指導を行ってきた。道徳で
は、教材を通して自分や友達の考え
を見つめ直し、相手の立場を尊重し
ようとする姿が育っている。体育で
は、仲間と協力して運動に取り組み、
進んで体を動かそうとする態度が見
られるようになっている。保健では、
生活習慣や心身の健康について学
び、休養や安全を意識して行動しよう
とする児童が増えてきた。今後は、各
教科のねらいを明確にしながら、学ん
だことを生活場面につなげる指導を
一層充実させるとともに、振り返りの
工夫を通して、児童が自分の成長や
課題を自覚できるようにする。特に、
体育や健康教育に対して「２達成が
不十分である」と答えた教員が２人い
たので、体育や健康教育に対する研
修会を行い、全体で考えられるように
していく。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
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目標に対する成果指標

２：
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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３：

・保護者アンケート「こどもたちは、学習が
分かり、基礎的な学力が身に付いている」
という問いに対する答えは「よくあてはま
る」が34.5％、「ややあてはまる」が61.2％
となっている。「こどもたちは、様々な体験
を通して、自ら学び、自ら考える力が身に
付いてきている」という問いには「よくあて
はまる」が34.5％、「ややあてはまる」が
56.7％、「あまりあてはまらない」が11.9％
となっている。児童アンケート「毎日のべん
きょうがわかる」の問いには「とてもそう思
う」が44.2％、「だいたいそう思う」が
47.8％、「そうは思わない」が8.1％となって
いる。「自分で調べたり考えたりして、いろ
いろなことを学んだりする力が身について
きている」が「とてもそう思う」が43.5％、
「だいたいそう思う」が46.7％、「そう思わな
い」が9.8％となっている。
・「おおたの未来づくり」については、前年
度までの校内研究を基盤とし、教育課程
に位置付けて実践を行った。児童が自ら
課題を設定し、主体的に考え、課題解決に
取り組む学習過程を重視したことで、学年
の発達段階に応じた思考力・判断力・表現
力の育成につながっている。一方で、学年
間で学習内容や指導方法に差が見られる
場面もあり、今後は１～４年生における「素
地づくり」の指導内容をより明確にし、５・６
年生の探究的な学習へ円滑に接続できる
よう、全校での共通理解を一層図る必要
がある。今後は、対話や試行錯誤を重視
した授業改善を継続し、児童が自ら学び
続ける力の定着を目指していく。
・一人１台端末等のICT機器については、
各学級で日常的に活用され、調べ学習、
意見共有、振り返り等、学習の場面に応じ
た効果的な活用が進んでいる。

成果
評価

令和７年度　大田区立大森第四小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・昭和８年開校、今年度は開校９１年目を迎える。児童数４８０名、学級数１７、教員数２５名である。なお、今年度より学びの多様化学校分教室「みらい学園初等部」を開室した。今年度の学校経営方針は「勇気をもってチャレンジ」をキーワードとし、得意でないもの経験したことのないものであっても勇気
をもって挑戦するとともに事後の振りかえりを充実することで自己肯定感を高める。また、教育活動の工夫と改善を図り「一人一人が認められ、みんなが明るく、学び合い、充実感・達成感を味わえる学校」の実現を目指し、保護者、地域、関係機関とともに取り組む。

1

学校関係者記入欄

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・取組評価の良さから全教員の方が熱心に取り組まれ
ていたこと、保護者アンケートからも効果があったことが
分かります。
・地域の人を巻き込んで積極的に新しい取り組みを行っ
ている。
・「おおたの未来づくり」授業の一環として開催した「地域
共創会議」での各児童のプレゼンは児童自らが課題を
設定し、課題解決に取り組んでいる姿がよくわかりまし
た。
・ICT機器を効果的に活用し、これからも児童が自ら学び
を続ける力を定着させてほしい。
・自ら課題を設定し、試行錯誤しながら学習に取り組む
ことはとても大切だと思っています。
・おおたの未来づくりの学習では、その様子が見られた
と感じました。
・そのベースとなる基礎的な学力の定着に向けて取り組
みを続けていただけたらと思います。
・６年生の発表はすばらしかった。
・おおたの未来づくりで課題解決で思考力・判断力・表現
力の向上は、その通りだと思います。ただ、私が授業を
全て見れていないのかもですが、解決能力においてい
まひとつ見えない感じがしました。また、大田の未来とか
働き方改革の中で新たに増えてきて教員が果たして、
やりきれるのかという点も心配です。

・英語教育で、専科教員とアシスタントティーチャーが役
割分担し協働することで児童の英語への親しみやコミュ
ニケーション意欲が向上している模様です。
・児童から地域（児童館を含む）に愛着をもっている気持
ちがとても感じられる場面が多く見られた。
・今後も英語でのコミュニケーション能力を高め、こども
たちの国際感覚の育成を図ってもらいたい。
・おおたの未来づくりの学習などを通して地域への愛着
をさらに深めてほしいです。
・PTAとしても、保護者や地域がこどもたちのために楽し
みながらがんばっている姿をたくさん見せられるようにし
ていきたいと思います。
・英語の会話能力はこれから必須です。
・保護者アンケートで学校は地域の協力を得ている
57.2％で低く思っています。地域の皆さんは協力をしてく
れているので、すんなり「よくあてはまる」になっていても
おかしくないと感じます。
そういった点でまだ関心が薄い保護者がいるのかなと
思うので、なんとか増やしたいですね。

・保幼小の連携の視点から、引き続き、保育所児童保育
要録と就学支援シートをご高覧いただけますよう、よろし
くお願いいたします。
・児童一人一人をよく見て指導している。
・「一人一人が大切にされている。」という問いに対して９
割以上のこどもが肯定的であるというのは先生の日頃
のきめ細やかな関わりの成果と言えます。
・道徳・体育保健を関連づけて指導している点はこども
の多角的な成長につながっていると思います。
・教職員の方々が、日々児童をきちんと向き合っている
学校だということが感じ取れていた。
・学校生活への肯定的な意識が高まっていることは大き
な成果である。
・様々な活動を通して、友達を尊重し、思いやる態度を
養っていってほしいです。
・体育の研修についてお力になれることがございました
らお申し付けください。
・小中一貫とありますが、全然分かりません。どんな点で
連携しているのか見えません。

保護者アンケート「こどもた
ちは、学習が分かり、基礎
的な学力が身に付いてい
る」「こどもたちは、様々な
体験を通して、自ら学び、
自ら考える力が身に付いて
きている」児童アンケート
「毎日のべんきょうがわか
る」「自分で調べたり考えた
りして、いろいろなことを学
んだりする力が身について
きている」４：８５％以上であ
る。３：８０％以上である。
２：７５％以上である。１：７
０％未満である。

４：
　

　〇

３：

２：

１：

４：
　

　〇
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予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
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標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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と
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保護者アンケート「こどもた
ちは、自分たちが生活する
地域に愛着をもっている」
「学校は、こどもたちの教育
や学校行事などに地域の
協力を得ている」児童アン
ケート「私は、生活している
地域を大切にしている」「お
うちや地域の人は、私が楽
しく学校ですごせるように、
いろいろなことをしてくれる」
４：８５％以上である。３：８
０％以上である。２：７５％
以上である。１：７０％未満
である。

保護者アンケート「こどもた
ちは、思いやりをもって、友
達と仲よく生活している」「こ
どもたちは、積極的に運動
したり、健康的な生活をした
りしている」「こどもたち一人
一人が大切にされ、認めら
れる学校になっている」児
童アンケート「私は、友達と
なかよくしている」「自分か
ら進んで運動をして、健康
的な生活をしている」４：８
５％以上である。３：８０％
以上である。２：７５％以上
である。１：７０％以上であ
る。

４：
　

　〇
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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１：

Ｄ
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４：
　

　〇

３：

２：

Ｃ

３：

1

Ｂ 1

Ｂ 1

保護者アンケート「学校は、
こどもたちの教育や学校行
事などに地域の協力を得て
いる」「家庭・地域は、学校
に対してそれぞれの役割を
果たし、連携・協力してい
る」児童アンケート「おうち
や地域の人は、私が楽しく
学校で過ごせるように、い
ろいろなことをしてくれる」
４：８５％以上である。３：８
０％以上である。２：７５％
以上である。１：７０％以上
である。

・保護者アンケート「学校は、こどもたちの
教育や学校行事などに地域の協力を得て
いる」という問いに対する答えでは、「よく
あてはまる」が57.2％、「ややあてはまる」
が37.8％、「あまりあてはまらない」が５％
となっている。「家庭・地域は、学校に対し
てそれぞれの役割を果たし、連携・協力し
ている」という問いに対する答えでは、「よ
くあてはまる」が47.3％、「ややあてはまる」
が46.8％、「あまりあてはまらない」が6.9％
となっている。児童アンケート「おうちや地
域の人は、私が楽しく学校で過ごせるよう
に、いろいろなことをしてくれる」という問い
に対する答えでは、「とてもそう思う」が
60.2％、「だいたいそう思う」が33.9％、「そ
う思わない」が5.9％となっている。
・これまで本校では、「地域コミュニティの
核としての学校づくり」を目指し、地域行事
への参加や地域人材を活用した学習活動
を通して、地域と連携・協働した教育活動
を進めてきた。児童は地域の方と関わる
中で、あいさつや感謝の気持ちを自ら表そ
うとする姿が見られるようになっている。特
に６年生はおおたの未来づくり科の学習で
「いつつのわふれあいまつりへの参加」
「地域ヒアリングミーティングの開催」をきっ
かけに地域の方と交流することが多くあっ
た。また、登下校時の見守り活動や安全
指導を地域の協力のもと実施し、児童の
安全意識や規範意識も高まってきた。さら
に、家庭教育に関する情報発信やPTAと
連携した講演会を行い、保護者の学びを
支えてきた。一方、取組の継続性や参加
の広がりには課題がある。今後は、地域・
家庭との役割分担を明確にし、学校からも
「学校だより」などで情報を発信していくこ
とで、児童が地域の一員として主体的に
行動できる力を一層育成していく。 Ｄ

Ｃ

２：

１：

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④社会の要請及び児童の実態を踏まえ、
指導方法を改善し続けている。

③教育活動の様子を学校公開、行事、文
書、HPなどで伝えている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 8

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

保護者アンケート「こどもた
ちは、楽しそうに学校に
通っている」「学校は、教育
方針や教育活動の様子を
伝える努力をしている」児
童アンケート「私は、おうち
の人に学校のことをよく聞
いてくれる」「おうちの人は、
私に学校のことをよく聞い
てくれる」４：８５％以上であ
る。３：８０％以上である。
２：７５％以上である。１：７
０％以上である。

４：
　

　〇

４：
　

　○

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

２：

３：

３：
校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

保護者アンケート「こどもた
ちは、楽しそうに学校に
通っている」「教職員は、こ
どもたち一人一人に誠意を
もって、教育にあたってい
る」児童アンケート「私は、
学校が楽しい」「先生は、
ねっしんに勉強を教えてく
れる」４：８５％以上である。
３：８０％以上である。２：７
５％以上である。１：７０％
以上である。

２：

１：

保護者アンケート「こどもた
ち一人一人が大切にされ、
認められる学校になってい
る」「こどもの学習や生活に
ついて、担任や他の教職員
に相談できる学校になって
いる」児童アンケート「先生
は、自分のことをよく見てほ
めたり、注意したりしてくれ
る」「困ったことがあるとき、
担任の先生や他の先生、
主事さんなどが話を聞いて
くれたり、助けてくれたりす
る」４：８５％以上である。３：
８０％以上である。２：７５％
以上である。１：７０％以上
である。

４：
　

　〇

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

・保護者アンケート「こどもたちは、楽しそ
うに学校に通っている」という問いに対す
る答えでは、「よくあてはまる」が63.8％、
「ややあてはまる」が33.8％、「あまりあて
はまらない」が3.1％となっている。「学校
は、教育方針や教育活動の様子を伝える
努力をしている」という問いに対する答え
では、「よくあてはまる」が62.7％、「ややあ
てはまる」が32.3％、「あまりあてはまらな
い」が５％となっている。児童アンケート
「私は、おうちの人に学校のことをよく聞い
てくれる」という問いに対する答えでは、
「とてもそう思う」が60.0％、「だいたいそう
思う」が34.6％、「そう思わない」が5.3％と
なっている。「おうちの人は、私に学校のこ
とをよく聞いてくれる」という問いに対する
答えでは、「とてもそう思う」が62.0％、「だ
いたいそう思う」が28.0％、「そう思わない」
が10.0％となっている。
・これまで本校では、全学年で一人一台端
末を活用した授業を日常化し、調べ学習
や意見共有、振り返りの場面でICTを効果
的に活用してきた。児童は自分の考えを
可視化し、友達の意見と比較しながら主体
的に学ぶ姿が見られるようになっている。
また、教員が毎月校内の安全点検を行
い、担当が確認を行い、避難訓練なども計
画的に実施してきた。一方で、ICT活用の
質には学級差があり、情報モラルや危険
回避に関する理解も十分とは言えない。
年度末にもＳＮＳに関わるトラブルが数件
あった。今後は、教員のICT指導力向上を
図る研修を充実させるとともに、発達段階
に応じた情報モラル教育や防災・防犯教
育を体系的に位置付ける。特に高学年児
童はTiktokなどを中心に使い方について
学んでいく必要がある。

Ｂ 1

・こどもたちは恵まれた環境で学校生活を楽しんでいる
ように見える。
・今後も教育活動の様子を保護者はもとより地域の方々
に伝えていくようお願いします。
・教職員の方々が、日々児童ときちんと向き合っている
学校だということが感じ取れた。
・学校生活への肯定的な意識が高まっていることは、大
きな成果だと思われる。
・児童が安心・安全に過ごせる環境整備を多方面からさ
れていると感じている。
・なかなか学校に伺うことができないので、HPで学校の
様子が分かるのはうれしいです。
・学校公開が多い。
・SNSなどの使い方については学校と家庭で連携して指
導していく必要があると思っています。

「学校だより」を送付していただきありがとうございます。
当園では、職員が拝見させていただくに加えて年長クラ
スの前に掲示させていただいております。
・アンケートで学校教育への地域の協力について「よくあ
てはまる」「ややあてはまる」の合計が95％に達している
ことは、地域と協力して学校づくりを進められていること
をよく表しています。
・こちらの地域は学校がしっかりと地域コミュニティの核
になっているからこそ、スムーズな連携・協働した活動
の充実を図れているのだと思う。
・今後も家庭と共に児童が地域の一員として行動できる
力を育み発揮できる場面を展開していってほしい。
・地域行事やPTAのイベントに先生方が参加していただ
きありがとうございます。
・放課後のパトロールを実施している。
・こどもたちにも、もっと地域と関わっていってほしいと思
います。

こどもの９割以上が「学校が楽しい」と回答しており、こど
もたちが安心して学べる環境が整っていることが感じら
れます。
・教科担任制の導入により、各教科の専門性が高まり、
それがこどもの学習意欲向上につながっていると思いま
す。
・いじめ防止について基本方針に沿って全教員がとても
意識をもって取り組んでいることが分かった。
・児童一人ひとりにアンテナを立て、安心・安全に生活を
送れるよう組織的に取り組んでもらいたい。
・授業のスタイルが変わり、こどもたちが自主的に学ぶ
姿が見られ、とてもいいと思います。
・赤字の児童の実態で本当に難しい課題と思います。

・保護者アンケート「こどもたちは、楽
しそうに学校に通っている」という問い
に対する答えでは、「よくあてはまる」
が63.8％、「ややあてはまる」が
33.8％、「あまりあてはまらない」が
3.1％となっている。「教職員は、こども
たち一人一人に誠意をもって、教育に
あたっている」という問いに対する答
えでは、「よくあてはまる」が60.2％、
「ややあてはまる」が33.8％、「あまり
あてはまらない」が６％となっている。
児童アンケート「私は、学校が楽しい」
という問いに対する答えでは、「とても
そう思う」が56.1％、「だいたいそう思
う」が36.6％、「そう思わない」が7.3％
となっている。「先生は、ねっしんに勉
強を教えてくれる」という問いに対す
る答えでは、「とてもそう思う」が
75.8％、「だいたいそう思う」が
20.7％、「そう思わない」が3.5％となっ
ている。
・校内研究を中心としたOJTの充実を
通して、教職員が授業改善に継続的
に取り組み、個別最適な学びと協働
的な学びを一体的に進めてきた。児
童は、自分の考えをもって学習に取り
組み、友達と関わりながら学びを深め
ようとする姿を見せている。また、教
科担任制のもと、教職員それぞれの
専門性や地域の特色を生かした教育
活動により、学習への意欲や学校生
活への肯定的な意識も高まってい
る。児童へのアンケートでも「４　８
５％以上である。」を達成したことで、
教員が児童と向き合う時間を確保し、
安心して学べる環境づくりにもつな
がっている。今後は、社会の変化や
児童の実態をより的確に捉え、指導
方法の改善を一層進めるとともに、組
織的な学校運営力を高めていく。校
内での学び合いをさらに充実させ、児
童が自ら考え、主体的に行動できる

4

・「こどもが大切にされている」と感じている保護者が約
97％以上いるという事が大変よい事だと思います。ま
た、先生に相談したり、ほめられたりしていると感じるこ
どもが多数占めている事も大変よいことだと思います。
・いじめ防止について基本方針に沿って全教員がとても
意識をもって取り組んでいることが分かった。今後も児
童一人一人にアンテナを立て、安心・安全に生活を送れ
るよう組織的に取り組んでもらいたい。
・パトロールなどで外で楽しく遊んでいる子が多く、たの
もしい。
・いじめで荒れたクラスが過去にありましたが、その学年
の教員以外知らないという事は何度か見てきました。
今は、全教員で共有しているとのこと。大事な事なので
継続していってもらえたら。

保護者アンケート「こどもたち一人一人が
大切にされ、認められる学校になってい
る」という問いに対する答えでは、「よくあ
てはまる」が63.8％、「ややあてはまる」が
33.8％、「あまりあてはまらない」が3.1％と
なっている。「こどもの学習や生活につい
て、担任や他の教職員に相談できる学校
になっている」という問いに対する答えで
は、「よくあてはまる」が57.2％、「ややあて
はまる」が36.3％、「あまりあてはまらない」
が6.3％となっている。児童アンケート「先
生は、自分のことをよく見てほめたり、注
意したりしてくれる」という問いに対する答
えでは、「とてもそう思う」が60.0％、「だい
たいそう思う」が34.6％、「そう思わない」が
5.3％となっている。「困ったことがあると
き、担任の先生や他の先生、主事さんなど
が話を聞いてくれたり、助けてくれたりす
る」という問いに対する答えでは、「とても
そう思う」が57.7％、「だいたいそう思う」が
35.2％、「そう思わない」が7.1％となってい
る。
①サポートルームや関係諸機関等との連
携を強化し、児童一人一人の困り感に合
わせて授業を展開している。また、特別支
援教育の研修を年３回実施し、教員の資
質・向上を目指している。
②いじめ防止基本方針に沿って、全教員
がいじめの未然防止、早期発見、早期対
応等の意識の向上を図っている。週２回の
生活指導連絡会に加えて、月１回実施し
ているいじめ防止委員会では、各学級で
の児童の様子を全教職員に周知してい
る。全教職員で他学年、他学級の児童を
見守る体制づくりを行っている。
③児童が安心、安全に生活できるようアン
テナをはり、関係諸機関とも連携を取り
合っている。困難のある児童一人ひとりの
状況に応じた教育環境の整備を目指し、
教員の研修や校内支援体制の充実、特別
支援教室巡回指導教員との連携を進めて
きた。また、いじめ防止基本方針に基づ
き、日常的な見取りや情報共有を通して、
未然防止や早期対応に組織的に取り組ん
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